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第 1章 簡易評価書に対する意見及び意見に対する準対象事業者の見解 

1.1 簡易評価書に対する住民意見の概要及び意見に対する準対象事業者の見解 

簡易評価書に対して住民から提出された意見書はなかった。 

 

1.2 簡易評価書に対する簡易評価書関係市長の意見及び意見に対する準対象事業者の

見解 

簡易評価書に対して関係市長である鈴鹿市長の意見に対する準対象事業者の見解は、表 1.2-

1に示したとおりである。 

 

表 1.2-1(1) 鈴鹿市長の意見に対する準対象事業者の見解 

番号 鈴鹿市長意見 事業者の見解 

（総括的事項） 

1 

本事業は、既にゴルフ場として開発し利用され

ている区域に事業を行うものであるが、事業実施

による環境影響を認識し、環境に対する更なる配

慮を求める。また、本事業は森林伐採も予定して

いることから、緑と貴重な動植物生息空間を喪失

することとなるため、出来る限り伐採の面積を減

らすことも求める。 

市民等に対しては、適切な情報の提供に努める

とともに、特に周辺住民に対しては具体的かつ丁

寧な説明を行う等積極的な地域との対話に努め、

事業に関する苦情が寄せられた場合は誠意をもっ

て速やかに対応すること。 

また、簡易的環境影響評価は、主に文献調査の

結果に基づき予測及び評価したものであることか

ら、事業実施の際に予測結果と異なる状況が発生

した場合には、適切な措置を講じ、環境影響の回

避または低減に努めること。 

更に、事業者は措置報告書の作成に当たって

は、以下の点を踏まえ適切な対応を取ること。 

本事業では、可能な限り、既存のゴルフ場の地形

や森林を活かした計画としており、森林伐採につい

ては最小限の面積で計画しています。今後も詳細な

設計の段階で、可能な限り伐採の面積を減らすよう

に努めます。 

市民の皆様には適切は情報提供に努める他、特に

周辺住民の皆様には真摯な対応を心掛け、苦情等が

寄せられた場合は速やかに対応いたします。 

事業の実施にあたっては、簡易的環境影響評価書

に記載した環境保全計画を遵守するとともに、各環

境要素に係る環境保全措置を確実に実施します。ま

た、予測結果と異なる状況がみられた場合には、可

能な限り環境影響を回避・低減できるよう適切な環

境保全措置を講じるよう努めます。 

（個別的事項） 

1 

１ 大気質 

( 1 )工事車両や建設機械においては、低騒音、低

振動型及び最新排出ガス規制適合車の優先的な使

用に配慮すること。 

工事関係車両については、環境保全計画に示した

とおり、可能な限り、低騒音、低振動型の機械等を

使用するとともに、最新排出ガス規制適合車の優先

的な使用に配慮し、周辺地域への大気質、騒音、振

動の低減に努めます。 
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表 1.2-1(2) 鈴鹿市長の意見に対する準対象事業者の見解 

番号 鈴鹿市長意見 事業者の見解 

（個別的事項） 

2 

１ 大気質 

( 2 )資材等の搬出入及び工事の際には、稼働時

間が集中しないように作業等の平準化を図ること。

なお、 P17図 2.4.6-3に示される工事車両通行ルー

トには、周囲に住宅地が存在する地点があり、走行

に伴う騒音及び振動の影響が想定されるため、可能

な限り低減すること。また、供用後に関しても同様

の扱いとすること。 

 

本事業では、工事中や供用後とも使用する関係車

両等の台数が少ないため、周辺の住宅地がへの走行

に伴う騒音及び振動の影響は小さいと考えています

が、可能な限り周辺環境への影響が低減するように

努めます。 

3 

２ 悪臭 

馬糞や敷藁等の仮置き場からの悪臭について、類

似事例における定量的な評価にて影響が小さいこ

とが示されているところであるが、当該事業につい

て地域住民から悪臭の発生を懸念する声が出てい

ることを鑑み、供用後は定期的な臭気の測定等、定

量的な手法による臭気の把握及び対策の実施に努

めること。 

 

悪臭の発生は、これまでの事例等などからもその

可能性は低いと考えていますが、環境保全措置を確

実に実施し、悪臭の発生の低減に努めます。 

供用後は、定期的な臭気測定を行うとともに、悪

臭等の発生が確認された場合には、速やかに原因を

確認し対策を講じます。 

4 

３ 水質 

( 1 )調整池については、近年の集中豪雨等の雨

量に対応できるような容量を確保すること。 

 

調整池については、部分的に掘り起こしを行うな

ど、近年の集中豪雨の雨量に対応できるように、調

整池容量を確保します。 

5 

( 2 )工事中の土砂を含む濁水については、農業

用ため池への沈殿や用水管閉塞の原因となるため、

流出防止に万全の措置を講じること。 

工事中の降雨等による濁水の発生については、環

境保全措置を確実に実施し、農業用ため池の土砂の

沈殿や用水管の閉塞等が発生しないように、土砂等

の流出防止に努めます。 

6 

( 3 )供用後の排水について、関係者の生活排水

の処理に係る浄化槽は、確実に処理がされるよう

適正に維持管理すること。 

また、馬の糞尿等が敷地外へ流出し周辺河川及

び雨池の水質を汚濁することのないよう万全の措

置を講ずること。 

供用後の生活排水や馬用の排水については、環境

保全措置のとおり、合併浄化槽や排水処理施設の維

持管理を徹底します。 

また、馬の糞尿等は環境環境保全措置のとおり、

適切に管理し、周辺河川及び雨池の水質を汚濁する

ことのないよう万全の措置を講じます。 
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表 1.2-1(3) 鈴鹿市長の意見に対する準対象事業者の見解 

番号 鈴鹿市長意見 事業者の見解 

（個別的事項） 

7 

３ 水質 

( 4 )供用後のウッドチップ舗装の色素成分の特

定と流出による水質への影響及び対応策を明確に

すること。 

 

ウッドチップによる水の着色は、環境保全措置を

確実に実施し、苦情等が発生しないよう着色の状況

を監視します。 

使用するウッドチップは、本事業による伐採樹木

をウッドチップ化して再利用するものです。一般的

にウッドチップは、ガーデニングや道路舗装などに

使用されており、水質への影響についての報告等は

確認できませんでした。着色の色素成分としては、

自然由来のタンニンなどが考えられます。 

東北の類似施設では、着色現象が見られた際は、

調整池等で十分に滞留・希釈させることで影響を低

減しています。苦情等が発生した場合は、調整池等

で十分に滞留・希釈させる対策を講じ、十分でない

場合は水質浄化装置等を使用するなど、真摯な対応

に努めます。 

8 

４ 地質 

 盛土部分より周辺河川及び雨池に土砂流出によ

る被害が生じないよう、 供用後も含めた安全性の

確保に努めること。 

 

工事中は、水質において簡易的環境影響評価の項 

目に選定した環境保全措置を確実に実施するとと

もに、 供用後についても周辺河川や雨池への土砂

流出による被害が出ないように、盛土法面の早期緑

化や濁水の状況を監視することにより、安全性の確

保に努めます。 

9 

５ 動植物、生態系 

( 1 )レッドデータブック等で指定されていない

普通種や、文献に記載があるものの調査では見つか

らなかった生物についても、生物多様性確保の観点

から、生息環境の保全措置を可能な限り検討するこ

と。 

 

本事業は、三重県自然環境保全条例の開発行為の

届出の対象となるため、動植物については現地調査

を行います。既存文献と現地調査結果を踏まえ、可

能な限り生息環境の保全措置を検討します。 

10 

( 2 )造成工事により、事業区域に生息していた

鳥獣類による周辺地域の生活環境や農作物への影

響が予測されることから、森林伐採による鳥獣類に

対する影響を最小限にとどめるとともに、地域住民

と協議の上、適正な防止策を講じること。 

本事業では、現状の樹木の伐採を最小限に留めた

計画としています。森林伐採による鳥獣類による周

辺地域への生活環境や農作物への影響については、

これまでと変化は小さいと考えています。但し、地

域住民の皆様と協議の上、必要に応じて適切な防止

策を講じます。 

11 

( 3 )事業実施区域周辺に生息する水生生物に対

して、工事による濁水や供用後の排水の影響が懸

念されることから、環境保全措置を十分に検討

し、定期的な調整池の水質検査を行い、その結果

を注視し生態系の保全に努めること。 

工事中の降雨等による濁水や供用後の施設排水に

ついては、環境境保全措置を確実に実施し、水生生

物への影響の低減に努めます。なお、工事前、工事

中の降雨による濁水や供用前、供用後の排水等の影

響を確認するため、水質検査を行い、その結果を注

視し生態系保全に努めます。 
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表 1.2-1(4) 鈴鹿市長の意見に対する準対象事業者の見解 

番号 鈴鹿市長意見 事業者の見解 

（個別的事項） 

12 

６ 景 観 

事業実施にあたり、「景観法」及び「鈴鹿市景観計

画」を遵守し、 周辺住民が知覚する景観が保全され

るように配慮すること。 

 

事業の実施においては、「景観法」及び「鈴鹿市

景観計画」を遵守し、 周辺住民が知覚する景観が

保全されるように努めます。 

13 

７ 廃棄物 

( 1 )事業活動に伴って生じる廃棄物については、

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、事業

者の責任で適正に処理するとともに、再生利用等を

行うことによりその減量に努めること。 

 

本事業より発生する廃棄物については、環境保全

措置を確実に実施し、再生利用等を行うことで廃棄

物の減量に努めます。 

14 

( 2 )馬糞及び敷藁については、専門業者が有価

物として回収するまでの間は一般廃棄物となるた

め、飛散や流出がないよう、また、悪臭や害虫等が

発生しないよう適切に保管すること。 

馬糞や敷藁の一時仮置では、飛散・流出をしない

よう、清掃時の点検等を行い、適切に管理します。  

また、馬糞や敷藁は毎日、専門業者が回収し、悪

臭や害虫等の発生防止に努めます。 

15 

( 3 )馬糞及び敷藁の処理方法について、専門業

者が有価物として回収し、堆肥化、販売されるまで

の工程等について、詳細に説明すること。 

馬糞及び敷藁は、マッシュルームの栽培業者が毎

日有価物として回収します。堆肥化はマッシュルー

ムの栽培業者が回収後に行うため、本事業での取り

扱いは毎日の受け渡しまでとなります。 

16 

( 4 )ウッドチップが廃棄物となった場合の排出

量や処理方法について、説明すること。 

本事業において、伐採樹木から利用するウッドチ

ップは約 2,540ｍ3を計画しています。万一、廃棄

物とした場合は約 1,270ｍ3となり、産業廃棄物と

して適切に処理します。 

17 

８ 温室効果ガス 

( 1 )事業に伴う温室効果ガス排出量の削減に十

分配慮すること。 

 

温室効果ガスについては、環境保全措置を確実に

実施し、排出量の削減及び低減に努めます。 

18 

( 2 )資材の運搬車両及び建設機械の稼働による

温室効果ガス(C02)の排出を低減するため、作業の

効率化を検討すること。 

19 

９ その他 

①本事業については、「鈴鹿市水道水源流域保全

条例」の水道水源流域保全区域に指定している区

域内での事案であるため、事業者は本条例の内容

を十分把握し、事案が本条例に該当する場合は、

条例に基づき必要な事前協議又は届出等を行うこ

と。 

 

本事業については、「鈴鹿市水道水源流域保全条

例」の水道水源流域保全区域に指定している区域内

のため、条例に該当する場合は、条例に基づき必要

な事前協議又は届出等を行います。 

20 

②P97表 3.2.3-1上水道の取水状況(平成 30年

度)に示される「年間取水量( )」は「計画一日最

大取水量内( /日)」の数値となっており、また

「現在給水人口(人)」の値にも誤りがあるため、

適切に修正すること。 

ご指摘の箇所について、記載に誤りがありました

ので修正します。 
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表 1.2-1(5) 鈴鹿市長の意見に対する準対象事業者の見解 

番号 鈴鹿市長意見 事業者の見解 

（個別的事項） 

21 

９ その他 

③農業用ため池(雨池)に貯留した水は、用水路

を通じて八島川に至るまでの農地に用水として供

給されていることから、関係農業者は本事業の農

業への影響について、強い懸念をもっています。 

ついては、本事業実施に伴う農業への影響が生

じることのないよう以下のとおり、万全の措置に

努めてください。 

・供用後の生活排水及び事業排水については、 

浄化設備による処理を確実に実施し、雨池を 

経由しない放流経路について検討すること。 

・処理水については、一定の水質データが収集 

さるまでの間は月 1回以上の水質検査を行う 

とともに結果の報告(公表)を行うこと。(水質 

データを対比するための現状データの把握を 

含む。) 

 

供用後の生活排水及び事業排水については、環境

保全措置を確実に実施し、水質への影響を低減しま

す。現状、雨池を経由しない放流経路についての検

討は困難なため、施設からの排水については、一定

の水質データが収集さるまでの間は月 1回程度の水

質検査を行い、その結果を周辺自治会等へ報告を行

います。また、水質データを対比するため、現状デ

ータの把握を含むものとします。 

22 

④本事業が、児童生徒の通学路付近にかかるこ

とが考えられるため、 児童生徒の登下校の時間を

考慮した工事車両の通行、児童生徒の安全確保の

ための警備員の配置、工事により通学路が一部遮

断されるような場合、う回路の確保等、児童生徒

の安全を最優先にした対策をお願いします。 

また、工事区間、工事期間、安全対策等につい

て、該当する小中学校に事前説明をお願いしま

す。 

事業の実施にあたっては、環境保全計画を遵守

し、児童生徒の安全の確保に努めます。 

また、工事区間、工事期間、安全対策等につい

て、該当する小中学校に事前説明を行います。 
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1.3 簡易評価書に対する知事の意見及び意見に対する準対象事業者の見解 

簡易評価書に対する三重県知事の意見及び意見に対する準対象事業者の見解は、表 1.3-1 に

示すとおりである。 

 

表 1.3-1(1) 三重県知事の意見に対する準対象事業者の見解 

番号 三重県知事意見 事業者の見解 

（総括的事項） 

1 

簡易的環境影響評価は、主に文献調査の結果に基

づき予測及び評価したものであることから、現地調

査の結果に基づく環境影響評価と比較して予測の

不確実性が大きいことに留意し、事業実施の際に予

測結果と異なる状況が発生した場合には、適切な措

置を講じ、可能な限り環境影響の回避または低減に

努めること。 

事業の実施にあたっては、簡易的環境影響評価書

に記載した環境保全計画を遵守するとともに、各環

境要素に係る環境保全措置を確実に実施します。 

また、予測結果と異なる状況がみられた場合には、

可能な限り環境影響を回避・低減できるよう適切な

環境保全措置を講じるよう努めます。 

2 

事業の実施にあたっては、環境保全に関する最新

の知見を考慮するとともに、最善の利用可能技術を

導入するなど、より一層の環境影響の低減に努める

こと。 

事業の実施にあたっては、環境保全に関する最新

の知見の収集に努め、より効果的な技術が採用でき

る場合には積極的に取り入れるよう努めます。 

（個別的事項） 

1 

１ 悪臭 

悪臭の影響については、馬糞や敷藁の速やかな回

収及び毎日の場外搬出、仮置き場の適時清掃等の事

業計画を前提とした定性的な予測となっているこ

とから、事業の実施にあたっては前提とした事業計

画に基づき、悪臭の発生による環境影響の低減に努

めること。 

 

これまでの事例等などからも、悪臭の発生の可能

性は低いと考えていますが、環境保全措置を確実に

実施し、悪臭の発生の低減に努めます。 

供用後は、定期的な臭気測定を行うとともに、悪

臭等の発生が確認された場合には、速やかに原因を

確認し対策を講じます。 

2 

２ 水質 

ウッドチップ舗装により排水に著しい着色が確

認された場合や、周辺住民から水の着色について苦

情等があった場合は、必要に応じ追加で保全措置を

講ずるとともに、苦情等については丁寧な説明を行

うこと。 

 

排水の着色については、環境保全措置を確実に実

施し、状況を監視します。着色について苦情等が発

生した場合は、調整池等で十分に滞留・希釈させる

対策を講じ、十分でない場合は水質浄化装置等を使

用するなど、真摯な対応に努めます。 
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表 1.3-1(2) 三重県知事の意見に対する準対象事業者の見解 

番号 三重県知事意見 事業者の見解 

3 

３ 陸生動物、生態系 

事業実施区域内及びその周辺にはサルやシカ等、

また近傍の鈴鹿山脈にはツキノワグマ等も生息が

確認されている。事業の実施に伴い、これらの野生

動物と競走馬との接触による感染症の拡散や、競走

馬の飼料等を目的とした野生動物の出現により、事

業実施区域周辺の動物の生息環境及び生態の攪乱

に繋がるおそれがある。このことから、競走馬と野

生動物が接触しない施設構造や、飼料の管理の徹底

等の措置により、動物への影響の低減に努めるこ

と。 

 

基本的にトレーニングは、夜明け以降で概ね午前

中に終了し、競走馬は厩舎にもどります。この時間

帯は、ゴルフもプレーされており野生動物と競走馬

の接触はないものと考えています。ご指摘について

は、真摯に受け止め、野生動物の餌料となりえる飼

料や生ごみ等は、専用の倉庫等により管理を徹底す

るとともに、競走馬と野生動物が接触しないよう区

域外周及びコースに、防護柵等の設置を検討し、動

物への影響の低減に努めます。 

4 

４ 陸生動物 

環境保全措置として重要種の移植を行う場合は、

保全効果に不確実性があることから、事後のモニタ

リングによる効果の検証及び、必要に応じた追加の

保全措置の実施に努めること。 

 

希少植物の保全措置として移植を行う場合は、事

後のモニタリング調査等その効果の検証について適

切に確認します。 

5 

５ 廃棄物 

馬糞と使用済みの敷藁の仮置きにあたっては、

飛散、流出しないよう適切に管理すること。ま

た、馬糞と敷藁が有価物として販売できない場合

は、廃棄物として適正に処分すること。 

 

馬糞や敷藁の一時仮置きについては、飛散・流出

をしないよう、清掃時の点検等を行い、適切に管理

します。また、馬糞や敷藁が、万一、有価物として

販売できない場合は、廃棄物として適正に処分しま

す。 
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第 2 章 簡易評価書関係市町長及び知事の意見を勘案し、環境への負荷の

低減を目的に講ずることとした措置 

事業の実施にあたっては、簡易評価書に記載した環境保全計画を遵守するとともに、簡易的

環境影響評価の項目に選定した各環境要素に係る環境保全措置を確実に実施することとする。 

また、簡易評価書に対する鈴鹿市長意見、三重県知事の意見及び三重県環境影響評価委員会

小委員会からの指摘事項等を勘案し、環境への負荷の低減を目的に以下に示す環境保全措置を

講じることとする。 

 

【大気環境】 

・悪臭について定期的に臭気測定を行い、悪臭の発生が確認された場合には、速やかに 原

因を確認し対策を講じる。 

 

【水環境】 

・工事中の降雨による濁水（SS）について、水質検査を実施する。  

・汚水排水について、一定の水質データが収集さるまでの間は、月 1回程度の水質検査（生 

活環境項目）を調整池及び雨池で実施し、その結果を周辺自治会等へ報告する。 

・ウッドチップによる水の着色がみられ、苦情等が発生した場合は調整池等で滞留・希釈さ

せ、十分でない場合は水質浄化装置等により水質浄化を行う。 

 

【生物の生息・生育環境】 

・移植個体について、モニタリングを実施する。 

 

【その他の環境】 

・工事区間、工事期間、安全対策等について、該当する小中学校に事前説明を行う。 
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第 3章 簡易評価書に記載した事項との相違 

前章で述べたとおり、簡易評価書に対する三重県知事の意見及び三重県環境影響評価委員会

小委員会からの指摘事項等を勘案し、簡易評価書に記載した事項を修正したことから、相違の

概要を表 3-1に、該当箇所の詳細を 11頁以降に示す。 

なお、修正後の記載内容（図の場合には図番号・図名称）は下線で示した。 

 

表 3-1(1) 簡易評価書の記載事項との相違 

No. 項 目 
簡易評価書 

の記載頁 
相違の概要 

相違の 

理由 

簡易評価書：第 2章 準対象事業の特性に関する情報 

2-1 
2.4準対象事業の内容 2.4.10環境保全計画 

(6)その他 
22 環境保全計画の内容を追加。 ① 

簡易評価書：第 3章 地域特性に関する情報 

3-1 

3.2 社会的状況 3.2.3 河川、湖沼及び海域の利

用並びに地下水の利用の状況(1)河川及び湖沼の

利用の状況①水道水としての利用 

97 表 3.2.3-1の誤記を訂正。 ② 

3-2 

3.2 社会的状況 3.2.8 環境の保全を目的とする

法令等により指定された地域その他の対象及び

当該対象に係る規制の内容その他の環境の保全

に関する施策の内容 (1)公害関係係法令等 ①

環境基準 オ）土壌汚染 

115 表 3.2.8-8の誤記を訂正。 ② 

3-3 

3.2 社会的状況 3.2.8 環境の保全を目的とする

法令等により指定された地域その他の対象及び

当該対象に係る規制の内容その他の環境の保全

に関する施策の内容 (1)公害関係係法令等 ②

規制基準等 カ）土壌汚染 

129 

130 

表 3.2.8-22(1)の誤記を訂正。 

表 3.2.8-22(3)の誤記を訂正。 
② 

3-4 

3.2 社会的状況 3.2.8 環境の保全を目的とする

法令等により指定された地域その他の対象及び

当該対象に係る規制の内容その他の環境の保全

に関する施策の内容 (1)公害関係係法令等 ②

規制基準等 キ）地盤沈下 

131 文章中の誤記を訂正。 ② 

3-5 
3.2 社会的状況 3.2.9 関係法令等による規制状

況のまとめ 
139 表 3.2.9-1の誤記を訂正。 ② 

簡易評価書：第 6章 簡易的環境影響評価の結果 

6-1 

6.2 悪臭 6.2.2 予測・環境保全措置及び評価 

(2)環境保全措置及び評価 ①環境保全措置 

ア）環境保全措置の検討結果 

201 
表 6.2.2-4 に環境保全措置の

内容を追加。 
① 

6-2 

6.2 悪臭 6.2.2 予測・環境保全措置及び評価 

(2)環境保全措置及び評価 ①環境保全措置 

イ）環境保全措置の検証及び整理 

202 
表 6.2.2-5 に環境保全措置の

内容を追加。 
① 

6-3 

6.5 水質 6.5.2 予測・環境保全措置及び評価 

(1)予測 ④予測結果 

ア）土地の造成に伴う降雨時の濁水による影響 

イ）施設の供用に伴う施設からの排水（BOD、全 

窒素、全リン等）による影響 

232 
文章中に環境保全措置の内容

を追加。 
① 

注）「相違の理由」欄の番号の内容は、次のとおりである。 

①変更・追加：三重県知事の意見、三重県環境影響評価委員会幹事からの意見及び三重県環境影響評価委員会小委員会からの

指摘事項等を踏まえ、記載内容の変更や追加を実施したもの。 

②訂正：上記の意見又は事業者の判断によって、誤記や不適切な表記等を訂正したもの。 
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表 3-1(2) 簡易評価書の記載事項との相違 

No. 項 目 
簡易評価書 

の記載頁 
相違の概要 

相違の 

理由 

簡易評価書：第 6章 簡易的環境影響評価の結果 

6-4 

6.5水質 6.5.2予測・環境保全措置及び評価 

(1)予測 ④予測結果 ウ）施設の供用に伴うウ

ッドチップ舗装による周辺への影響、 

(2)環境保全措置及び評価 ①環境保全措置 

ア）環境保全措置の検討結果 

233 
文章中及び表 6.5.2-3 の環境

保全措置の内容を追加。 
① 

6-5 

6.5水質 6.5.2予測・環境保全措置及び評価 

(2)環境保全措置及び評価 ①環境保全措置 

イ）環境保全措置の検証及び整理 

234 

235 

表 6.5.2-4(1)～(2)の環境保全

措置の内容を追加。 
① 

6-6 
6.6陸生動物 6.6.3環境保全措置 (1)環境保

全措置の検討 
258 

表 6.3.3-1 に環境保全措置の

内容を追加。 
① 

6-7 
6.6陸生動物 6.6.3環境保全措置 (2)環境保

全措置の検討結果の整理 
259 

表 6.3.3-3 に環境保全措置の

内容を追加。 
① 

6-8 
6.7陸生植物 6.7.3環境保全措置 (1)環境保

全措置の検討  
274 

表 6.7.3-1 に環境保全措置の

内容を追加。 
① 

6-9 
6.7 陸生植物 6.7.3 環境保全措置 (2)環境保

全措置の検討の整理  
275 

表 6.7.3-2 に環境保全措置の

内容を追加。 
① 

6-10 
6.8 陸生植物 6.8.3 環境保全措置 (1)環境保

全措置の検討  
283 

表 6.8.3-1 に環境保全措置の

内容を追加。 
① 

6-11 
6.8 生態系 6.8.3 環境保全措置 (2)環境保全

措置の検討の整理  
284 

表 6.8.3-2 に環境保全措置の

内容を追加。 
① 

6-12 6.10廃棄物 6.10.1予測 (5)予測結果 294 文章を追加。 ① 

注）「相違の理由」欄の番号の内容は、次のとおりである。 

①変更・追加：三重県知事の意見、三重県環境影響評価委員会幹事からの意見及び三重県環境影響評価委員会小委員会からの

指摘事項等を踏まえ、記載内容の変更や追加を実施したもの。 

②訂正：上記の意見又は事業者の判断によって、誤記や不適切な表記等を訂正したもの。 
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修正 No.2-1 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

  



 

12 

 

修正後 

 

  



 

13 

修正 No.3-1 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

  



 

14 

 

修正後 

 



 

15 

修正 No.3-2 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 

 

 

 



 

16 

 

修正後 

 



 

17 

修正 No.3-3(1) 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

18 

 

修正後 

 

 



 

19 

修正 No.3-3(2) 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

20 

 

修正後 

 

 



 

21 

修正 No.3-4 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

22 

 

修正後 

 



 

23 

修正 No.3-5 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

24 

 

修正後 

 



 

25 

修正 No.6-1 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

26 

 

修正後 

 

 



 

27 

修正 No.6-2 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

28 

 

修正後 

 

 



 

29 

修正 No.6-3(1) 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

30 

 

修正後 

 

 



 

31 

修正 No.6-4 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

32 

 

修正後 

 

 



 

33 

修正 No.6-5(1) 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

34 

 

修正後 

 

 



 

35 

修正 No.6-5(2) 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

36 

 

修正後 

 

 



 

37 

修正 No.6-6 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

38 

 

修正後 

 

 



 

39 

修正 No.6-7 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

40 

 

修正後 

 

 



 

41 

修正 No.6-8 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

42 

 

修正後 

 

 



 

43 

修正 No.6-9 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

44 

 

修正後 

 

 



 

45 

修正 No.6-10 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

46 

 

修正後 

 

 



 

47 

修正 No.6-11 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

48 

 

修正後 

 

 



 

49 

修正 No.6-12 

簡易的環境影響評価書（令和 3年 4月） 

 

 



 

50 

 

修正後 

 

 


